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中世の優雅な茶の遊びを現代に伝えた青山家・・・・ p2
中之条マルシェから学ぶ販売戦略・・・・ p4
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を
知
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﹇
第
2
回
﹈

「
東
京
の
青
山
」
の
ル
ー
ツ
は
「
中
之
条
の
青
山
」
っ
て
本
当
!?

中
世
の
優
雅
な
茶
の
遊
び
を
現
代
に
伝
え
た
青
山
家

中
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第
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東
京
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青
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」
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ル
ー
ツ
は
「
中
之
条
の
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」
っ
て
本
当
!?

中
世
の
優
雅
な
茶
の
遊
び
を
現
代
に
伝
え
た
青
山
家

　
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
・
外
苑
前
1
b
の
階
段
を
上
る
と
、
目
の
前
に
竹
林
の
参
道
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
南
青
山

に
あ
る
名
門
青
山
家
の
菩
提
寺
・
梅
窓
院
で
す
。
1
6
4
3
年
、
老
中
青
山
幸
成
公
が
逝
去
さ
れ
た
時
に
建
立
さ
れ

た
浄
土
宗
の
寺
院
で
す
。
「
青
山
家
史
歴
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
姓
は
南
北
朝
末
に
花
山
院
師
重
が
吾
妻
郡
青
山
郷
に

住
み
青
山
師
重
と
称
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
中
之
条
町
五
反
田
の
「
白
久
保
の
お
茶
講
」
は
青
山
氏
が

伝
え
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
、
近
年
の
調
査
で
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

円通寺跡（中之条町青山）
14世紀中頃に円光上人が建立、吾妻三十三番観音霊場第28番札所の観音堂が残る、円光上人に同
行した道覚上人は善福路（中之条町山田）を、識阿上人は善導寺（東吾妻町原町）を開山した

青山氏館址（推定場所）
1384年頃、花山院師重が青山郷に居を構えて青
山姓を名乗る

花山院青山家系図

夜泣き石（達磨石）
青山の川合様宅裏にあ
る、江戸時代に円通寺
跡から移動した

青山家定紋「葉菊」
南北朝時代、日月、菊紋
の錦の御旗を賜わった
ことに由来する

今
に
伝
わ
る
闘
茶
の
文
化

　
青
山
家
宗
家
十
四
代
当
主
後
見
人
の
青
山

幸
文
さ
ん
（
69
）
は
三
十
年
ほ
ど
前
に
、
青

山
家
の
歴
史
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

　
あ
る
時
「
吾
妻
郡
に
青
山
郷
と
い
う
地
名

が
あ
る
」
と
聞
き
、
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗

の
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」
（
当
時
は
資
料
館
）

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
青
山
家
と
中
之
条

町
の
結
び
つ
き
が
十
四
世
紀
の
南
北
朝
時
代

に
遡
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　
六
百
三
十
年
余
り
前
の
一
三
八
四
年
に
新

田
氏
一
族
が
、
戦
乱
の
な
か
で
後
醍
醐
天
皇

の
孫
・
尹
良
親
王
を
上
州
に
迎
え
ま
す
。
親

王
が
寺
尾
城
（
高
崎
市
）
に
移
ら
れ
た
時
に

供
奉
し
た
花
山
院
師
重
は
、
吾
妻
郡
青
山
郷

に
居
住
し
、
初
め
て
青
山
姓
を
名
乗
り
ま
し

た
。
後
に
三
河
国
（
愛
知
県
）
に
向
か
う
途

中
の
浪
合
（
長
野
県
阿
智
村
）
で
親
王
と
共

に
討
死
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
青
山
家
は
美
濃
（
岐
阜
県
）

郡
上
藩
と
丹
波
（
兵
庫
県
）
篠
山
藩
の
藩
主

に
分
か
れ
、
幕
末
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
縁
で
岐
阜
県
郡
上
市
は
二
十
五
年

前
か
ら
東
京
郡
上
人
会
を
通
じ
て
、
青
山
家

菩
提
寺
の
梅
窓
院
境
内
で
「
郡
上
お
ど
り
」

を
始
め
ま
し
た
。
年
々
盛
大
に
な
り
、
現
在

は
場
所
を
近
隣
の
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
駐
車

場
に
移
し
て
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
郡
上
お
ど
り
は
日
本
三
大
盆
踊
り

の
ひ
と
つ
で
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
青
山
さ
ん
は
中
之
条
町
を
何
度

か
訪
れ
て
い
る
う
ち
に
、
「
白
久
保
の
お
茶

講
」
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

京
都
宇
治
市
の
栂
尾
高
山
寺
（
世
界
遺
産
）

で
十
四
世
紀
頃
に
始
ま
り
盛
ん
と
な
っ
た
闘

茶
（
茶
勝
負
）
が
、
茶
の
生
産
地
で
は
な
い

中
之
条
町
に
存
続
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
こ
と
で
し
た
。
現
在
の
「
お
茶
講
」

は
、
四
種
類
の
茶
を
七
回
飲
ん
で
当
て
る
四

種
七
服
方
式
で
す
が
、
二
百
年
余
り
前
の
記

録
で
は
、
四
種
類
の
茶
を
十
回
飲
む
四
種
十

服
方
式
で
す
。
こ
れ
は
『
元
亨
釈
書
』
（
日

本
初
の
仏
教
通
史
）
に
あ
る
、
一
四
九
一
年

の
十
種
茶
勝
負
記
録
と
同
じ
で
す
。
更
に
、

青
山
家
の
前
身
で
あ
る
花
山
院
家
が
、
宮
中

行
事
に
関
わ
る
家
格
の
高
い
公
家
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
青
山
師
重
が
中
之
条
町
に
闘
茶

文
化
を
伝
え
た
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
青
山
家
と
中
之
条
町
の
詳
し
い
関
係
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
調
査
が
必
要
で
す
が
、

郡
上
市
の
郷
土
史
家
も
中
之
条
町
が
青
山
家

の
発
祥
地
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
之
条
町
で
は
、
近
い
う
ち
に
郡
上
市
や
東

京
の
青
山
で
お
茶
講
保
存
会
に
よ
る
体
験
会

を
開
催
し
た
り
、
四
万
温
泉
と
お
茶
講
体
験

を
組
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な
ど
し

て
、
三
都
市
の
文
化
交
流
を
進
め
る
準
備
を

し
て
い
ま
す
。

青山氏

播磨守

播磨守

伯耆守 丹波篠山6万石

郡上八幡5.2万石

花山院堀川師賢 信賢 師資 師重

長光

忠治

忠世

忠教

光長＝光教

光教

忠門　忠成

重成

忠重　成重

俊成

忠治

治教（青木）

忠次

忠俊

康重

幸成

通直

成次

宗俊

宗佑

幸利

幸通

幸正

幸高
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幸督 幸秀
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京都栂尾の闘茶古記録（『元亨釈書』より）
本茶（栂尾のち宇治）か非茶かを「4種10服」方式で判
断し、茶の優劣を競う

「御茶講覚帳」寛政11年（1799）
最古のお茶講の記録、当時の参加者は26名で正解率3％、全部正解はいなかった。現在の
「4種7服」方式が「4種10服」であった

郡上おどりin青山
青山家との縁で、25年前から南青山でも毎年6月頃に
開催（写真提供：郡上八幡観光協会）

梅窓院（東京都南青山）
郡上青山家の菩提寺、江戸三十三番霊場第24番札所
（写真提供：梅窓院）

お茶講の家
毎年2月24日に白久保天満宮の宵祭りに行い、天神
講ともいう

白久保のお茶講
今に伝わる全国唯一のお茶講、国指定重要無形民俗
文化財（平成2年指定）

郡上藩主所用の甲冑
青山幸成公の甲冑で9カ所の弾
痕が残る（川越歴史博物館蔵）

湯呑茶碗（白久保お茶講保存会）
大人と子どもが一緒に回し飲みし
て茶当てをする

今
に
伝
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の
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。
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か
、
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が

重
要
で
す
。
今
回
の
調
査
で
、
県
内
で

は
前
橋
、
高
崎
、
伊
勢
崎
、
県
外
で
は

埼
玉
、
東
京
の
順
で
、
全
体
の
8
割
が

日
帰
り
観
光
客
で
し
た
。
図
1
で
●
が

男
性
、
○
が
女
性
、
●
が
子
ど
も
で

す
。

P
R
・
広
告
の
方
法

　
今
回
、
イ
ベ
ン
ト
を
知
っ
た
き
っ
か

け
は
、
チ
ラ
シ
が
全
体
の
24
％
、
上
毛

新
聞
記
事
が
18
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
31
日
と
11
月
3
日
に
上
毛
新
聞
の

一
面
に
中
之
条
山
の
上
庭
園
の
ク
ジ

ラ
、
吾
妻
峡
の
紅
葉
が
掲
載
さ
れ
た
こ

と
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
市
場
」
を
指
し
ま
す
。
昔
か
ら
暮

市
、
安
市
な
ど
の
伝
統
を
持
つ
中
之
条

町
は
、
「
市
」
を
開
催
す
る
に
は
、
好

立
地
と
言
え
ま
す
。
今
回
3
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
2
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

個
々
に
開
催
し
て
い
た
時
よ
り
も
来
場

者
数
で
2.6
倍
、
売
上
で
5.3
倍
に
増
加
し

ま
し
た
。
品
揃
え
と
焼
き
芋
な
ど
の
加

工
品
の
出
店
が
販
売
額
を
伸
ば
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

主
な
客
層
は
50
代
〜
70
代
で

日
帰
り
観
光
客

　
モ
ノ
を
売
る
に
は
誰
に
何
を
売
る

　
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
、
農
林
業
ま

つ
り
、
町
お
米
コ
ン
ク
ー
ル
、
上
州
ア

グ
リ
1
0
0
年
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
に
よ

る
物
産
展
を
同
時
開
催
し
、
農
と
食
の

祭
典
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
2
日
間

で
来
場
者
数
約
5
2
0
0
人
、
販
売
額

2
0
0
万
円
超
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
交
流
人
口
の

増
加
を
経
済
活
性
化
に
ど
う
つ
な
げ
て

い
け
る
か
を
来
場
者
傾
向
ア
ン
ケ
ー
ト

で
調
査
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
統
合
に
よ
る
相
乗
効
果

　
マ
ル
シ
ェ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

＋＋

大
収
穫
祭
2
0
1
8
か
ら
学
ぶ
販
売
戦
略
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か
、
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が

重
要
で
す
。
今
回
の
調
査
で
、
県
内
で

は
前
橋
、
高
崎
、
伊
勢
崎
、
県
外
で
は

埼
玉
、
東
京
の
順
で
、
全
体
の
8
割
が

日
帰
り
観
光
客
で
し
た
。
図
1
で
●
が

男
性
、
●
が
女
性
、
●
が
子
ど
も
で

す
。

P
R
・
広
告
の
方
法

　
今
回
、
イ
ベ
ン
ト
を
知
っ
た
き
っ
か

け
は
、
チ
ラ
シ
が
全
体
の
24
％
、
上
毛

新
聞
記
事
が
18
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
31
日
と
11
月
3
日
に
上
毛
新
聞
の

一
面
に
中
之
条
山
の
上
庭
園
の
ク
ジ

ラ
、
吾
妻
峡
の
紅
葉
が
掲
載
さ
れ
た
こ

と
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
上
州
ア
グ
リ
1
0
0
年
ブ
ラ
ン

　
ド
協
議
会
と
は

　
県
内
の
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
を
生

産
す
る
農
家
が
構
成
す
る
組
織
。

例
え
ば
米
沢
牛
と
い
っ
た
1
0
0

年
を
単
位
と
し
た
「
歴
史
」
に
裏

打
ち
さ
れ
る
価
値
を
備
え
る
モ
ノ

を
供
給
す
る
こ
と
を
目
指
し
県
内

各
地
で
P
R
活
動
し
て
い
る
組
織

で
す
。
中
之
条
町
の
花
ゆ
か
り
や

沢
田
の
り
ん
ご
も
取
り
組
み
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

「
市
場
」
を
指
し
ま
す
。
昔
か
ら
暮

市
、
安
市
な
ど
の
伝
統
を
持
つ
中
之
条

町
は
、
「
市
」
を
開
催
す
る
に
は
、
好

立
地
と
言
え
ま
す
。
今
回
3
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
2
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

個
々
に
開
催
し
て
い
た
時
よ
り
も
来
場

者
数
で
2.6
倍
、
売
上
で
5.3
倍
に
増
加
し

ま
し
た
。
品
揃
え
と
焼
き
芋
な
ど
の
加

工
品
の
出
店
が
販
売
額
を
伸
ば
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

主
な
客
層
は
50
代
〜
70
代
で

日
帰
り
観
光
客

　
モ
ノ
を
売
る
に
は
誰
に
何
を
売
る

　
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
、
農
林
業
ま

つ
り
、
町
お
米
コ
ン
ク
ー
ル
、
上
州
ア

グ
リ
1
0
0
年
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
に
よ

る
物
産
展
を
同
時
開
催
し
、
農
と
食
の

祭
典
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
2
日
間

で
来
場
者
数
約
5
2
0
0
人
、
販
売
額

2
0
0
万
円
超
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
交
流
人
口
の

増
加
を
経
済
活
性
化
に
ど
う
つ
な
げ
て

い
け
る
か
を
来
場
者
傾
向
ア
ン
ケ
ー
ト

で
調
査
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
統
合
に
よ
る
相
乗
効
果

　
マ
ル
シ
ェ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

交
流
人
口
の
増
加

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

農
産
物
6
次
産
業
化

＋＋

大
収
穫
祭
2
0
1
8
か
ら
学
ぶ
販
売
戦
略

（図1）
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7回町おいしいお米コンクール
金賞は元山功さん第

　11月4日に中之条ガーデンズで開催された最終審査。今年の一次審査
は、上位17名が食味値90を超える大混戦となりました。15名の審査員が
一定同条件で炊いたお米を実食審査したほか、来場者68名による一般投
票審査により今年の各賞が決まりました。

勢神宮へ
花ゆかりを奉納
勢神宮へ
花ゆかりを奉納伊伊

　10月20日に開催された外宮奉納に「花ゆかり」を奉納し
ました。外宮「豊受大神」は食と産業を司る神様で、そこで
「正直なものづくり」を誓い自慢の逸品を奉納します。奉納
者は第6回町おいしいお米コンクールで金賞を受賞した小
栗芳雄さん。町おいしい米づくり研究会を代表して奉納し
ました。

　10月20日に開催された外宮奉納に「花ゆかり」を奉納し
ました。外宮「豊受大神」は食と産業を司る神様で、そこで
「正直なものづくり」を誓い自慢の逸品を奉納します。奉納
者は第6回町おいしいお米コンクールで金賞を受賞した小
栗芳雄さん。町おいしい米づくり研究会を代表して奉納し
ました。

嘗祭へ
花ゆかりを献穀
嘗祭へ
花ゆかりを献穀新新

　10月22日、群馬県を代表して原澤誠吾さんが精米1升
を献穀しました。町から献穀するのは今回で3回目。
　新嘗祭は、毎年11月23日に天皇陛下が神嘉殿で執り行
う収穫祭のこと。全国各都道府県から献穀された米は、陛
下が育てたお米と併せて、御神酒などにして神々に振る舞
われます。

　10月22日、群馬県を代表して原澤誠吾さんが精米1升
を献穀しました。町から献穀するのは今回で3回目。
　新嘗祭は、毎年11月23日に天皇陛下が神嘉殿で執り行
う収穫祭のこと。全国各都道府県から献穀された米は、陛
下が育てたお米と併せて、御神酒などにして神々に振る舞
われます。

中之条町のおいしいお米

金　賞　元山　功（大塚）
銀　賞　㈱田村農園（折田）
銀　賞　唐澤巳幸（西中之条）
銅　賞　田村壱郎（山田）
銅　賞　浜野卓爾（青山）
銅　賞　山田　均（青山）
奨励賞　斉藤一雄（五反田）
奨励賞　小栗芳雄（伊勢町）
奨励賞　田村和昭（折田）
奨励賞　竹渕三喜男（西中之条）

○おいしいお米コンクール入賞者（敬称略）



からのお知らせ

年末年始の公共施設の休業日を
お知らせします

12月29日～1月3日までの6日間

　役場・六合支所の窓口業務・通常業務は、今年は12月28日
（金）まで。来年は1月4日（金）からスタートします。

■吾妻東部衛生センター　☎75・2099 ■西吾妻環境衛生センター　☎82・2736

なかのじょう聖苑

ふるさと交流センターつむじ

世代間交流館ゆびきり
四万清流の湯 ☎64・2610

六合温泉医療センター

西吾妻福祉病院
西部火葬場（草津町役場）
赤岩長英の隠れ湯
くつろぎの湯
やまどり（六合社協有償運送）

☎95・5711

☎83・7111
☎88・7192
☎95・3335
☎95・3241
☎95・3041

中之条地区 31日  1日  2日  3日  注意事項  

☎26・3751 12/29～1/2は10時～17時の営業

12/31～1/3短縮営業

12/28･1/8は休み（友引）

六合地区

ごみ収集 ごみ収集ごみ直接搬入

ごみ直接搬入

～12/28（金）
　12/29（土）
　12/30（日）
　12/31（月）
　～1/3（木）
 1/4（金）～
 1/6（日）

～12/28（金）
　12/30（日）
   ～1/3（木）

　   1/4（金）～

通常収集

通常収集

休み

休み

休み

休み

通常収集

通常収集

～12/28（金）
　12/29（土）
   ～1/ 2（水）
　 1/ 3（木）～

～12/28（金）
　12/29（土）
   ～1/ 3（木）
　  1/ 4（金）～

9:00～16:30
9:00～15:00
9:00～12:00

9:00～16:30
休日受入

13:00～15:00

13:00～15:00

29日30日

注意事項  

四万へき地診療所 ☎64・2136
（東部火葬場）☎75・7632 休 休

休休

たけやま館 ☎75・7280 1/1～1/3は9時～15時の営業
そば処けやき ☎75・7021 1/1～1/3は11時～14時の営業

（詳細は12ページ）
休

中之条ガーデンズ ☎75・7111 休休
休休
休休

休

休

伊参スタジオ ☎75・7220 3月末までは土日祝日のみオープン休休 休

ツインプラザ図書館 ☎76・3115 12/25は休み

12/26・27・28は休み

休 休 休 休 休
休

ツインプラザ（学習センター）☎76・3111 休 休 休 休 休
12/28･1/8は休み（友引）
1/5・6は休み

12/27･28は休み休

休 休 休 休 休 休
休

休 休 休 休 休

休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休休 休休 休 休
休

旧太子駅 ☎95・3111 休 休 休 休 休 休 （☎は六合支所です）
※中之条山の上庭園は、12月25日～3月31日までの期間、冬季閉鎖となります。
※チャツボミゴケ公園は、12月1日～4月中下旬までの期間、冬季閉鎖となります。

※博物館「ミュゼ」、自動車教習所、バイテック文化ホール（町文化会館）は、26ページの12月の行事をご覧ください。

年末年始のごみ収集・直接搬入

主な公共施設の休業日

｝

｝
｝

｝

1日  2日  3日  29日30日31日  

バーデ六合 ☎95・5711 13～17 13～17 13～17 13～17

66

１月  12月

１月  12月

ツインプラザツインプラザ

なかのじょう H30.12 No.６80



からのお知らせ

77

いよいよ雪のシーズン
除雪作業にご理解とご協力を

除雪開始の目安は10センチ

　国道、県道、町道の除雪作業の目安は、おおむね10㎝
の積雪時、または少量の降雪であっても車両走行に支障
がある場合です。また、大雪警報が発令される場合など
は、県・町が連携して交通量の多い幹線道路から順次除
雪を行います。除雪作業の多くは、夜間から早朝にかけ
て行います。作業中の除雪車を見かけたら、事故防止の
ため、安全確認はもちろんのこと、スピードを控えた車
両走行を心がけてください。

・・・・・・・・除雪作業におけるお願い・・・・・・・・
○除雪した道路に雪を出さないでください。
○玄関先などによせられた雪処理にご協力ください。また、門や塀など、除雪作業
により破損の恐れのあるものには、赤い布などで目印をつけておいてください。
○作業中の除雪車には、絶対に近付かないでください。
○道路にせり出している竹や木などは事前に伐採してください。
○路上駐車や道路敷に物を置くなど、除雪の妨げになる行為はしないでください。
○県と町では、路面凍結の危険箇所に塩カル入りの砂袋を配備していますので、ご
利用ください。砂の配備場所によっては、やむをえず私有地に入り込む場合があ
りますが、通行の安全確保のため、ご理解をお願いします。

問い合わせ
【国道・県道】
　中之条土木事務所 　☎75・3047
【町道】
　役場建設課 管理係　☎75・8827（直通）
　　　　　　　　　　　　担当　村山英伸

■水道凍結に注意しましょう！
　12月に入り、水道の凍結が心配な季節となりまし
た。電熱線の確認や、長期間住宅を留守にする場合は
必ず水抜栓で水抜きをしてください。
【水道メーターの管理】
　町では、毎月検針をしています。また、水道メーター
は、計量法により8年で交換しています（町負担）。
・積雪時にはメーターボックス上の雪かきをお願いし
ます。
・降雪、積雪時でもメーターの場所が分かるように目
印として表示杭の設置にご協力をお願いします。
・メーターボックスの周辺に物を置かないでください。
【こんなときは届出が必要です】
・引っ越しするとき（開始・休止）

・使用者や所有者が変わったとき（使用者変更・所有
者変更）
・料金の請求先の住所や名前が変わったとき（送付
先変更・納付方法変更）
・長期にわたって水道を使わないとき（休止）届出を
しないと使用しなくても基本料金がかかります。
問い合わせ
【中之条地区】
　役場上下水道課　経理係

☎75・8830（直通）担当　茂木美枝子
【六合地区】
　支所六合振興課　建設水道係

☎95・3111　担当　武藤勝年　

なかのじょう H30.12 No.６80
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県
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
不

法
焼
却
な
ど
の
不
適
正
処
理
を
防
止
す

る
た
め
、
12
月
を
「
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
、
未
然
防
止
と
早
期
発

見
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
地
域
の
環
境
は
地
域
で
守
る
観
点
か

ら
、
不
適
正
処
理
が
行
な
わ
れ
た
日
時

や
場
所
な
ど
情
報
の
提
供
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

通
報
先

　
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

　
　
☎
0
1
2
0
・
8
1
・
5
3
2
4

　
吾
妻
環
境
森
林
事
務
所
総
務
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
4
6
1
1

不
法
投
棄
に

用
心
し
て
く
だ
さ
い

年
末
に
向
け
て

　
町
で
は
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
世

帯
第
3
子
以
降
の
児
童
の
保
育
料
・
給

食
費
を
補
助
し
ま
す
。

支
給
要
件

・
世
帯
第
3
子
以
降
の
児
童
が
、
私
立

幼
稚
園
か
認
可
外
保
育
所
に
通
っ
て

い
る
。

・
保
護
者
と
児
童
の
全
員
が
、
町
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
。

申
請
方
法

　
印
鑑
、
銀
行
口
座
な
ど
の
振
込
先
が

分
か
る
も
の
を
持
参
し
、
役
場
住
民
福

祉
課
少
子
化
・
子
育
て
対
策
係
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
12
月
21
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課  

少
子
化
・
子
育

て
対
策
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
島
村
弘
志

第
3
子
以
降
の

保
育
料
・
給
食
費

を
全
額
補
助

私
立
幼
稚
園・認
可
外
保
育
所

ハ
　
イ
　
　　
　
ゴ
　
ミ
　
ツ
ー
ホ
ー

なかのじょう H30.12 No.６80

　町保健センターでは、4
か月健診時に保健師が「ス
マホに子守りをさせない
で！」と日本小児科医会の
パンフレットとともに人との関わりの大切さについて紹介
しています。
○赤ちゃんの「泣き」や「ぐずり」には意味があります。
○授乳中は赤ちゃんと目を合わせて！
○体力・運動能力を育てるには・・・
○赤ちゃんに話しかけましょう
○遊びの中で育つもの
　ママとパパのまなざしが赤ちゃんの成長には大切です。

問い合わせ　中之条町アウトメディア推進委員会事務局
　　　　　　（教育委員会生涯学習課内）　
　　　　　　☎76・3111　担当　金子佳代子

アウトメディア推進委員会だより⑧
問題の始まりは“赤ちゃんの時” 深

め
よ
う

　
　
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
で

　
　
　
　
　
　
家
族
の
絆

町保健センター・
　　　　　保健師の取組みを紹介

齋
藤
す
ず
さ
ん
の
標
語
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町
で
は
、
電
話
を
利
用
し
た
悪
徳
商

法
や
特
殊
詐
欺
へ
の
対
策
の
た
め
、
11

月
よ
り
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
が
い
る
世
帯
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
が
対
象
で

す
。

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
日
中
、
住
居
に
高
齢
者
の
み
が
在
宅

と
な
る
世
帯

・
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
世
帯

貸
出
台
数

　
50
台
（
1
世
帯
に
1
台
）

貸
出
期
間

　
1
年
間
　
※
延
長
も
可
能
で
す
。

費
用
負
担

・
電
気
料

・
装
置
を
設
置
す
る
際
に
工
事
が
発
生

し
た
場
合
の
費
用

・
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
必
要
と

す
る
機
能
を
使
用
す
る
場
合
は
、
ナ

特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
を

貸
し
出
し
ま
す

取
り
付
け
簡
単
、設
置
し
て
安
心・安
全

ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
へ
の
加
入
料

注
意
事
項

・
悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
町
が
録
音
デ
ー
タ
の
提
出
を

求
め
た
場
合
は
、
デ
ー
タ
の
提
供
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
装
置
が
故
障
し
た
場
合
は
、
役
場
総

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
役
場
総
務
課
に
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
地
域
安
全
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
隆
一

【事例】業者から「不用品を買い取る」という電話勧誘を受け自
宅の不用品を処分しようと思い、来訪を了承した。いざ来訪する
と「貴金属はないか」と強引に貴金属を買い取られた。
　訪問購入では、消費者からの要請がないのに突然訪問して勧誘
すること(不招請勧誘)は禁止されています。以下も不招請勧誘に
あたります。
○査定のみ依頼したのに、訪問のついでに買い取りも勧誘すること
○事前の約束とは違う物品について買い取りの勧誘をすること
《対応方法》
○買い取ってもらうつもりがなければきっぱり断りましょう。
○買い取りを依頼する時は一人で対応せず、契約書面の交付を求
めましょう。
　購入業者には、以下の事項を記載した契約書面を消費者に交付
する義務があります。
・物品の種類や特徴
・購入価格
・クーリングオフについての説明事項
・申し込みや契約の年月日
・事業者の住所、名称、連絡先、担当者の氏名
★クーリングオフ期間中(書面受領日を1日目として8日間)は、購
入業者への引き渡しを拒むことができます。
問い合わせ　吾妻郡消費生活センター　☎75・1166
　　　　　　消費者ホットライン　　　☎188(いやや)

　年末は犯罪や交通事故が多くなる時期で
す。警察ではこれらの犯罪・事故を防止
し、皆さんが安心して新年を迎えられるよ
う「年末特別警戒」を実施します。
実施期間　12月11日（火）～31日（月）
活動要点
・金融機関、コンビニエンスストア等対象
強盗事件の防止　
・住宅を対象とした侵入犯罪の防止
・振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺被害
の防止
・子ども・女性が被害者となる犯罪の防止
・交通事故防止対策の推進
【北朝鮮人権侵害問題啓発週間】
　毎年12月10日～16日までの1週間を
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」と定めて
います。
　拉致問題をはじめとした人権侵害の問題
について、関心と認識を
深めましょう。
問い合わせ
　吾妻警察署生活安全課
　☎68・0110

吾妻警察署からのお知らせ
年末特別警戒の実施

なかのじょう H30.12 No.６80

消費生活センターだより④
訪問購入（訪問買い取り）の
トラブルに注意！
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からのお知らせ

障がいのある人とない人がお互いに尊重し
支え合う「共生社会」の実現を目指して

毎年12月3日～9日は障害者週間です

　「障害者週間」は、平成16年6月の障害者基本法の改正により、国民の間に
広く障がい者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障がい者が社
会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めるこ
とを目的として、従来の「障害者の日」（12月9日）に代わるものとして設定
されました。
　この期間を中心に、国や地方公共団体、関係団体などにおいては、様々な意
識啓発に係る取り組みを行っています。

いくつ知っていますか？
～いろいろな場所で見かける障がい者に関するマークの意味～

　障がい者に関するマークには、国際的に定められたものや各障がい者団体が独自に提唱しているものがあり
ます。その中で、代表的なものを紹介します。
　それぞれのマークの正しい意味を理解し、これらのマークを見かけたら、障がい者への配慮について、ご理
解とご協力をお願いします。

障害者のための国際シンボルマーク
　障がいをもつ人々が利用できる建物や施設であることを示す世界共通のマークです。
　1969年に国際リハビリテーション協会（RI）により採択され、マークの使用については、「使
用指針」により定められています。
※このマークは「すべての障がい者を対象」としています。車いすを利用する障がい者を限定して
使用されるものではありません。
所管：公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会

ハートプラス マーク
　身体内部に障がいがある人を表すマークです。
　心臓、呼吸機能、じん臓、膀胱・直腸、小腸、免疫機能など、身体内部に障がいがある方は外見
からは分かりにくいため、様々な誤解を受けることがあります。電車の中で席をゆずる、近辺での
携帯電話使用を控える等、配慮する必要があります。
所管：特定非営利活動法人ハートプラスの会

ほじょ犬マーク
　身体障がい者補助犬同伴の啓発のためのマークです。
　身体障がい者補助犬とは、盲導犬、介助犬、聴導犬のことを言います。「身体障がい者補助犬
法」が施行され、公共施設や交通機関、デパート、スーパー、ホテル等の民間施設でも身体障がい
者補助犬が同伴できるようになり、施設等の入り口に表示されています。
所管：厚生労働省

身体障害者標識
　肢体不自由であることを理由に運転免許条件を付されている人が運転する車に表示するマークで
す。マークの表示は努力義務となっています。
　このマークを付けた自動車には、思いやりのある運転をお願いします。
所管：警察庁

1010なかのじょう H30.12 No.６80



からのお知らせ

ヘルプマーク
　様々な障がいをお持ちの人や、難病の人、妊娠初期の人など、外見から分からなくても援助や配
慮を必要としている人が、周囲の人に配慮を必要としていることを知らせることで、援助を受けや
すくなるよう作成されたマークです。
所管：東京都

聴覚障害者標識
　聴覚障がい者のうち特定後写鏡（ワイドミラーまたは補助ミラー）の装着が運転免許条件に付さ
れている方が運転する車に表示するマークです。
　マークの表示は義務となっています。
　このマークを付けた自動車には、思いやりのある運転をお願いします。
所管：警察庁

「白杖SOSシグナル」普及啓発シンボルマーク
　白杖を頭上50cm程度に掲げてSOSのシグナルを示している視覚に障がいがある人に対し、進ん
で声をかけて支援しようという「白杖SOSシグナル」運動の普及啓発シンボルマークです。
　白杖によるSOSのシグナルを見かけたら進んで援助をお願いします。
所管：岐阜市

盲人のための国際シンボルマーク
　1984年に世界盲人連合で制定された視覚障がい者のための世界共通のマークです。　　
　視覚障がい者の安全やバリアフリーを考慮した建物・設備・機器等に表示されています。
　信号機や音声案内装置、国際点字郵便物、書籍・印刷物等にも表示されています。
所管：社会福祉法人日本盲人福祉委員会

オストメイトマーク
　人工肛門、人工膀胱を造設している排泄機能に障がいがある人（オストメイト）を表すマークです。
　オストメイトの為の設備（オストメイト対応のトイレ）があることを表しています。
所管：公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団

耳マーク
　「聞こえが不自由なこと」と「聞こえない・聞こえにくい人への配慮」を表すマークです。
　聴覚に障がいを持つ人は見た目には分からないために、誤解されたり、不利益をこうむったり、
社会生活上で不安が少なくありません。
　このマークを提示された場合は、相手が「聞こえない・聞こえにくい」ことを理解し、コミュニ
ケーションの方法に配慮する必要があります。
所管：一般社団法人全国難聴者・中途失聴者団体連合会

手話マーク
　手話を必要としている人を対象としているマークです。
　ろう者等からの提示では、「手話で対応をお願いします」、窓口の掲示では「手話で対応しま
す」等の意味で用います。
所管：一般財団法人全日本ろうあ連盟

筆談マーク
　筆談を必要としている人を対象としているマークです。
　ろう者等からの提示では、「筆談で対応をお願いします」、窓口の掲示では「筆談で対応しま
す」の意味で用います。
所管：一般財団法人全日本ろうあ連盟

1111 なかのじょう H30.12 No.６80

※各マークに関する問い合わせは、各所管へお願いします。
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町
で
は
、
主
に
介
護
予
防
を
目
的
と

し
た
サ
ロ
ン
で
、
手
摺
り
な
ど
を
設
置

す
る
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　
次
の
い
ず
れ
か
の
事
業
を
行
う
地
縁

組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
な
ど
営
利
を
目
的
と
し

な
い
団
体
や
個
人
、
ま
た
は
会
場
を
無

償
貸
与
す
る
建
物
所
有
者

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
事
業

・
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
に
関
す

る
事
業

・
高
齢
者
の
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
事
業

・
高
齢
者
の
介
護
予
防
お
よ
び
日
常
生

活
の
支
援
に
関
す
る
事
業
　

【
左
記
に
基
づ
い
て
事
業
を
運
営
し
て

い
る
こ
と
】

・
事
業
の
対
象
者
　
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
高
齢
者
な
ど

・
実
施
回
数
　
お
お
む
ね
月
1
回
以
上

・
実
施
時
間
　
1
回
当
た
り
1
時
間
以
上

補
助
額

　
最
大
10
万
円
（
一
回
限
り
）

補
助
対
象
工
事

・
手
摺
り
の
取
り
付
け

・
段
差
の
解
消

・
滑
り
の
防
止
お
よ
び
移
動
の
円
滑
化

な
ど
の
た
め
の
床
、
ま
た
は
通
路
面

の
材
料
の
変
更

・
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え

・
扉
の
取
り
外
し

・
洋
式
便
器
な
ど
への
便
器
の
取
り
替
え

・
洋
式
便
所
の
向
き
の
変
更

・
改
修
に
付
帯
し
て
必
要
と
な
る
改
修

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
（
役
場
住
民
福
祉
課
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

・
改
修
工
事
前
の
写
真

・
工
事
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
図
面

・
工
事
見
積
書

・
建
物
改
修
承
諾
書
（
賃
貸
の
場
合
）

＊
必
ず
着
工
前
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
町
田
隆
弘

介
護
予
防
サ
ロ
ン
推
進
事
業
の
補
助
金
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

介
護
予
防
を
行
う
地
域
の
サ
ロ
ン
に

花のまちづくり⑨

ぐんま花のまちづくりコンクール
優秀賞受賞　飯塚文子さん

　10月27日、ぐんま花のまちづくりコンクールの表彰式がぐん
まフラワーパークで行われ、飯塚文子さんが個人の部で優秀賞
を受賞しました。
　飯塚さんは、30年前から自宅の庭や隣接する県道沿いを花で
飾り、訪れる人を花々で迎えています。
　日頃の地域貢献や花のボランティア活動が高く評価され、こ
の度受賞されました。

休業のお知らせ
○中之条ガーデンズの売店・レストラン・テナント
　休業期間　12月1日（土）～平成31年2月28日（木）
　※木工館、陶芸館、山野草は通年営業しています。
　　公園としての利用や町民花壇の手入れなどの利用はで

きます。
○中之条山の上庭園
　休業期間　12月25日（火）～平成31年3月31日（日）

なかのじょう H30.12 No.６80
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中
之
条
町
の
一
部
地
域
に
お
い
て
、

7
0
0
M
H
z
（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
利
用

推
進
協
会
に
よ
る
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

策
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
は
、
携
帯
電
話
事
業
者

が
、
新
た
に
7
0
0
M
H
z
帯
の
周
波

数
を
用
い
た
携
帯
電
話
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
電
波

が
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
で
強
く
受
信
さ

れ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

「
映
像
が
乱
れ
る
」
「
映
ら
な
く
な

る
」
な
ど
の
影
響
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
31
年
1
月
24
日
（
予
定
）
か
ら

携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
の
利
用
が
開

始
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ

ブ
ー
ス
タ
ー
の
交
換
や
テ
レ
ビ
ア
ン
テ

ナ
へ
対
策
用
フ
ィ
ル
タ
の
取
り
付
け
作

業
を
行
い
ま
す
。

　
本
件
の
工
事
に
関
す
る
費
用
は
、
7

0
0
M
H
z
利
用
推
進
協
会
が
負
担
し

ま
す
。
ま
た
、
工
事
作
業
者
が
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
訪
問
す
る
工
事
作
業
者
は
、
「
テ
レ

ビ
受
信
障
害
対
策
員
証
」
を
携
行
し
て

い
ま
す
。

※
事
前
工
事
が
必
要
な
地
域
お
よ
び
テ

レ
ビ
の
映
像
に
影
響
が
出
る
お
そ
れ

が
あ
る
地
域
に
は
、
チ
ラ
シ
が
配
布

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
そ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
7
0
0
M
H
z
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
0
1
2
0
・
7
0
0
・
0
1
2

※
受
付
時
間
　
9
時
〜
22
時

（
土
日・祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
含
む
）

※
I
P
電
話
な
ど
で
つ
な
が
ら
な
い
場

合
（
有
料
）

　
☎
0
5
0
・
3
7
8
6
・
0
7
0
0 

※
7
0
0
M
H
z
利
用
推
進
協
会

株
式
会
社
N
T
T
ド
コ
モ
、
K
D
D

I
株
式
会
社
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話

株
式
会
社
お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株

式
会
社
の
4
社
が
設
立
し
た
一
般
社

団
法
人
で
す
。

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工
事
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
利
用
を
開
始
す
る
た
め
に

しゅ ちわしゅ ちわ

今月の今月の

「インフルエンザ」「病気」

口元から小指を立てた右手を小さく前へ2回出す 右手こぶしの親指側を額に軽く2回当てる

問い合わせ
　役場住民福祉課　福祉係
　☎75・8818（直通）
　担当　桜井真理・唐澤つぎ子

「インフルエンザ」 「病気」

なかのじょう H30.12 No.６80
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

募
集
人
員

①
中
之
条
保
育
所　
2
名

②
伊
勢
町
保
育
所　
1
名

雇
用
期
間　

平
成
31
年
1
月
1
日
（
火・祝
）〜

平
成
31
年
3
月
31
日
（
日
）

資
　
格　
保
育
士

勤
務
時
間

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

月
曜
日
〜
土
曜
日

（
変
則
週
38
時
間
45
分
）

賃
　
金　
月
額
17
万
9
2
0
0
円

+
通
勤
手
当
相
当
額

申
込
方
法

　
役
場
総
務
課
に
用
意
し
て
あ
る

応
募
用
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
12
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課　

学
校
教
育
係

　
☎
7
5
・
8
8
5
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
生
巣
孝
子

募
集
人
員　
若
干
名

雇
用
期
間　
平
成
31
年
1
月
1
日

（
火
・
祝
）
〜
平
成
31
年
3
月
31

日
（
日
）

勤
務
条
件　
8
時
30
分
〜
16
時
15

分　
週
休
2
日
（
土
・
日
・
祝
日

は
原
則
出
勤
日
）

業
務
内
容　
調
理
、
接
客
・
販
売

賃
　
金　
時
給
8
2
0
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額
（
そ
ば
打
ち
・
体
験

指
導
手
当
て
な
ど
は
別
途
支
給
）

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
12
月
19
日（
水
）ま
で

に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
土
地
改
良
係

　
☎
7
5
・
8
8
3
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
小
池
宏
之

募
集
人
員　
2
名

雇
用
期
間

平
成
31
年
1
月
1
日
（
火・祝
）〜

平
成
31
年
3
月
31
日
（
日
）

勤
務
時
間　
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
週
休
2
日
）

業
務
内
容　
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

に
向
け
て
の
会
場
整
備
、
作
家
対

応
な
ど
の
業
務

賃
　
金　
時
給
8
2
0
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
12
月
21
日（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
観
光
商
工
課　
観
光
地
域

づ
く
り
係

　
☎
7
5
・
8
8
4
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
中
沢　
一

　
町
で
は
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
と
の
官
民
協
働
事
業
と
し

て
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
行
政
情

報
や
施
設
情
報
な
ど
を
ま
と
め
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
ま
す
。

　
発
行
は
平
成
31
年
4
月
頃
を
予

定
し
、
町
内
の
全
世
帯
お
よ
び
転

入
者
へ
配
布
し
ま
す
。
発
行
に
あ

た
り
掲
載
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

【
広
告
掲
載
に
関
す
る
こ
と
】

　
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

☎
0
2
7
・
3
5
3
・
8
3
9
1

【
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
関
す
る
こ
と
】

　
役
場
企
画
政
策
課　
広
報
係

　
☎
7
5
・
8
8
4
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
齋
藤
泰
典

名
　
称　
野
反
湖
展
望
台
兼
案
内
所

所
在
地　
入
山
国
有
林

構
造
・
面
積　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
平
屋
1
4
0
㎡

契
約
期
間　
平
成
31
年
4
月
1
日

（
月
）
〜
3
年
間

使
用
料　
年
額
16
万
円

問
い
合
わ
せ

　
支
所
六
合
振
興
課　
産
業
振
興
係

　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
油
井
文
男

　
介
護
職
と
し
て
一
定
の
知
識
お

よ
び
経
験
を
有
す
る
人
が
、
介
護

職
員
と
し
て
再
就
職
す
る
際
に
必

要
な
資
金
を
貸
与
し
、
そ
の
再
就

職
日
か
ら
2
年
以
上
継
続
し
て
、

県
内
の
高
齢
者
施
設
な
ど
で
勤
務

す
れ
ば
返
還
免
除
と
な
る
貸
付
制

度
で
す
。

対
象
者

○
高
齢
者
事
業
所
な
ど
の
介
護
職

員
と
し
て
実
務
経
験
が
1
年
以

上
あ
る

○
介
護
に
つ
い
て
の
資
格
を
有
し

て
い
る
こ
と

・
介
護
福
祉
士

・
実
務
者
研
修
終
了
者

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

　
（
介
護
職
員
基
礎
研
修
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
1
級
研
修
・
2
級

研
修
を
含
む
）

貸
付
額　
上
限
20
万
円

返
還
免
除

　
県
内
の
事
業
所
で
、
2
年
間
以

上
継
続
し
て
勤
務
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ

　
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会　
福

祉
資
金
課　
　

☎
0
2
7
・
2
5
5
・
6
0
3
1

行
　
政

職
員
募
集

中
之
条
町
暮
ら
し
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
へ
の
広
告
募
集

野
反
湖
展
望
台
兼
案
内
所

施
設
管
理
者
募
集

離
職
し
た
介
護
人
材
の

再
就
職
準
備
金
貸
付
事
業

中
之
条
保
育
所
・

伊
勢
町
保
育
所
嘱
託
職
員

中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

臨
時
職
員

霊
山
た
け
や
ま
臨
時
職
員
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Information

　
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
在
学

し
、
資
格
取
得
後
に
県
内
で
介
護

な
ど
の
業
務
に
従
事
す
る
意
思
を

有
す
る
人
に
、
修
学
資
金
を
無
利

子
で
貸
与
し
、
資
格
取
得
後
5
年

間
、
県
内
で
介
護
業
務
に
従
事
す

る
と
全
額
返
還
免
除
と
な
る
貸
付

制
度
で
す
。

対
象
者
　
次
の
す
べ
て
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
人
（
入
学
希
望
者
も

含
む
）

○
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
在
学

し
て
い
る
人

※
県
外
の
養
成
施
設
の
場
合
は
、

県
内
在
住
、
ま
た
は
入
学
の
前

年
度
に
県
内
に
在
住
し
て
い
た

人
に
限
り
ま
す
。

○
卒
業
後
、
県
内
で
介
護
の
業
務

に
従
事
す
る
意
思
の
あ
る
人

○
養
成
施
設
の
修
学
に
関
し
、日
本

学
生
支
援
機
構
や
生
活
福
祉
資

金
な
ど
他
の
国
庫
補
助
に
よ
る
貸

付
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
人

貸
付
額

○
修
学
資
金
月
額
　
　
5
万
円

○
入
学
準
備
金
　
　
　
20
万
円

○
就
職
準
備
金
　
　
　
20
万
円

○
国
家
試
験
受
験
対
策
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
万
円

返
還
免
除
　
養
成
施
設
卒
業
の
日

か
ら
1
年
以
内
に
介
護
福
祉
士
の

登
録
を
し
、
県
内
で
介
護
な
ど
の

業
務
に
就
き
、
5
年
間
引
き
続
き

従
事
し
た
場
合

※
従
事
期
間
が
5
年
間
に
満
た
な

い
場
合
な
ど
は
、
返
還
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
　

問
い
合
わ
せ

　
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
福

祉
資
金
課
　
　

☎
0
2
7
・
2
5
5
・
6
0
3
1

　
県
交
通
安
全
協
会
と
吾
妻
交
通

安
全
協
会
で
は
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
無
事
故
・

無
違
反
で
長
期
間
を
経
過
し
た
運

転
者
を
優
良
自
動
車
運
転
者
と
し

て
表
彰
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
自
身
で
上
申
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
12
月
3
日
（
月
）

〜
平
成
31
年
1
月
10
日
（
木
）

受
付
場
所

○
吾
妻
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
☎
6
8
・
2
5
5
4

○
同
協
会
各
支
部
事
務
局

・
中
之
条
町
商
工
会

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
2
0
0

・
J
A
沢
田
支
店

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
3
0
5

・
J
A
伊
参
支
店

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
2
1

・
J
A
名
久
田
支
店

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
7
5
1

・
役
場
六
合
支
所

　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

区
分
（
無
事
故
等
期
間
）

・
旭
日
金
冠
章
　
40
年
以
上

・
金
冠
金
章
　
　
30
年
以
上

・
金
冠
銀
章
　
　
20
年
以
上

・
金
章
　
　
　
　
15
年
以
上

・
銀
章
　
　
　
　
10
年
以
上

・
銅
章
　
　
　
　
5
年
以
上

※
銀
章
以
上
は
、前
段
階
の
章
を
受

章
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

費
　
用
　
6
3
0
円
（
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
交
付
手
数
料
）

用
意
す
る
物

　
運
転
免
許
証
・
印
鑑

そ
の
他
　
申
請
中
に
法
令
違
反
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
対
象
外
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
☎
6
8
・
2
5
5
4

　
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
・
リ
ー
は
、
大

正
か
ら
昭
和
初
期
、
草
津
町
に
お

い
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
う
人
た
ち

の
母
と
な
り
、
そ
の
一
生
を
捧
げ

た
英
国
人
宣
教
師
で
す
。

　
草
津
に
来
た
の
は
、
1
9
1
5

（
大
正
4
）
年
、
翌
1
9
1
6
年

に
は
草
津
湯
之
沢
地
区
に
聖
バ
ル

ナ
バ
教
会
を
開
設
。
そ
の
後
、
イ

ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
教
会
か
ら

の
寄
付
や
リ
ー
女
史
の
私
財
な
ど

に
よ
り
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
病

院
な
ど
の
施
設
を
次
々
と
開
設
し

ま
し
た
。
病
気
で
亡
く
な
っ
た
人

に
も
自
ら
湯
灌
を
施
し
、
葬
儀
を

行
い
、
最
後
ま
で
患
者
を
人
と
し

て
大
切
に
し
ま
し
た
。

　
郷
土
吾
妻
に
尽
く
し
た
コ
ン
ウ

ォ
ー
ル
・
リ
ー
に
つ
い
て
、
草
津

町
の
「
リ
ー
か
あ
さ
ま
記
念
館
」

の
資
料
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

期
　
間
　
12
月
8
日
（
土
）
〜

平
成
31
年
1
月
20
日
（
日
）

入
館
料

　
町
民
　
　
無
料

　
町
外
者
　
大
人
　
2
0
0
円

　
　
　
　
　
子
ど
も
1
0
0
円

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館「
ミュゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

　
　
　
　
　
　
担
当
　
剱
持
直
樹

　
冬
の
北
軽
井
沢
を
舞
台
に
、
楽

し
く
も
ス
リ
リ
ン
グ
な
雪
合
戦
と

ホ
テ
ル
自
慢
の
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
を
堪
能
し
な
が
ら
の
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
を
通
じ
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
31
年
2
月
3
日

（
日
）
　
10
時
〜
15
時

集
合
場
所
　
ヴ
ィ
ラ
北
軽
井
沢
エ
ル

ウ
ィン
グ（
長
野
原
町
北
軽
井
沢
）

対
象
者
　
25
歳
〜
35
歳
の
独
身
男
女

定
　
員
　
男
女
各
16
名

内
　
容
　
男
女
混
合
チ
ー
ム
を
作

り
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
の
公
式
ゲ
ー

ム
の
体
験
と
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
費
　
男
性
　
4
0
0
0
円

　
　
　
　
女
性
　
2
0
0
0
円

（
昼
食
代
・
雪
合
戦
代
ほ
か
）

申
込
期
限
　
平
成
31
年
1
月
15
日

（
火
）

申
込
方
法
　
メ
ー
ル
に
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
載
し
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
少
子
化
・

子
育
て
対
策
係

　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

申
し
込
み

　shoshikakosodate@
town.

nakanojo.gunm
a.jp

　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
崇
弘

15

介
護
福
祉
士

修
学
資
金
貸
付
制
度

博
物
館「
ミ
ュ
ゼ
」企
画
展

ふ
る
さ
と
の
文
化
人

　
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル・リ
ー

催
　
し

募
　
集

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
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吾
妻
5
町
村
連
携
婚
活

イ
ベ
ン
ト『
雪
合
戦
コ
ン

in
北
軽
井
沢
』



Information

～わが町の文化財～

入山の名石
右近の抱き石とじゅうべえ石

ふるさと
再発見
〈275〉

日
　
時
　
平
成
31
年
2
月
10
日

（
日
）
　
10
時
〜
16
時

会
　
場
　
水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

対
象
者
　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
で
、
高
校
生
以
下
の
子
と
親

お
よ
び
寡
婦

参
加
費

大
人
（
非
会
員
）
　
5
5
0
0
円

母
（
父
）
子
会
員
　
4
0
0
0
円

子
（
高
校
生
以
下
）
2
5
0
0
円

3
歳
未
満
の
乳
幼
児
1
0
0
0
円

※
レ
ン
タ
ル
料
は
自
己
負
担
に
な

り
ま
す

乗
車
場
所
　
渋
川
市
役
所
ほ
か

取
扱
旅
行
会
社

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
者
全
員
の

氏
名
・
年
齢
、
希
望
乗
車
地
お
よ

び
親
子
ス
キ
ー
教
室
と
記
入
の
う

え
、
1
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡

婦
福
祉
協
議
会

☎
0
2
7
・
2
5
5
・
6
6
3
6

　
西
吾
妻
福
祉
病
院
で
は
、
地
域

の
皆
様
の
安
心
安
全
の
た
め
に
救

急
医
療
を
3
6
5
日
24
時
間
体
制

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
、
一
般
的
に
外

来
診
療
し
て
い
な
い
時
間
や
夜
間

の
時
間
帯
に
お
け
る
、
本
来
は
救

急
外
来
を
受
診
す
る
緊
急
性
の
な

い
軽
症
患
者
の
受
診
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す（
コン
ビ
ニ
受
診
）。

　
当
院
で
の
救
急
外
来
の
状
況

は
、
緊
急
度
の
低
い
救
急
患
者
の

割
合
が
77
・
6
％
を
占
め
て
お
り

ま
す
。
軽
症
患
者
の
夜
間
受
診
で

混
雑
す
る
と
、
緊
急
患
者
の
受
入

体
制
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
診
療
時
間
内
の
受
診
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

『
N
O
!
コ
ン
ビ
ニ
受
診
』

問
い
合
わ
せ

　
西
吾
妻
福
祉
病
院

　
　
　
　
　
☎
8
3
・
7
1
1
1
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入
山
に
は
多
く
の
民
話
、
木
曽
義
仲
を
始
め
各

種
の
伝
説
、
独
自
の
民
俗
が
あ
り
ま
す
。
高
い

山
々
に
囲
ま
れ
た
土
地
で
、
他
と
の
交
流
が
少
な

か
っ
た
の
が
独
自
の
文
化
を
育
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
若
い
頃
か
ら
古
道
や
石
造
物
等
の
調
査
で
入
山

に
は
何
度
も
通
い
ま
し
た
。
特
に
『
続
六
合
村

誌
』
の
調
査
で
は
、
年
に
60
日
程
暮
坂
峠
を
越
え

ま
し
た
。
先
人
が
親
し
ん
だ
名
石
や
関
連
の
伝
説

を
古
老
か
ら
聞
き
小
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
右
の
写
真
は
、
梨
木
集
落
の
お
堂
脇
に
あ
る

「
右
近
の
抱
き
石
」
で
、
高
さ
60
㎝
、
幅
35
㎝
程

で
す
。
別
名
「
右
近
の
八
人
力
」
で
す
。
山
本
茂

平
氏
の
『
入
山
た
よ
り
』
に
、
山
本
右
近
、
左
近

の
兄
弟
は
力
持
ち
で
、
「
六
、
七
貫
あ
る
肥
び
く

を
七
、
八
個
背
負
っ
て
も
力
が
余
り
、
十
貫
も
あ

る
石
を
片
脇
に
抱
え
、
梨
木
と
荷
付
場
の
坂
を
往

復
し
た
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
多
数
が
集
ま
っ
た

時
、
こ
の
石
を
試
し
に
持
ち
上
げ
て
見
ま
す
。
協

力
一
致
の
亀
鑑
を
示
し
た
、
昔
か
ら
有
名
な
石
」

と
載
り
ま
す
。
右
近
の
抱
き
石
は
、
石
を
持
ち
上

げ
た
若
者
を
一
人
前
と
み
る
通
過
儀
礼
的
な
石
、

地
域
の
団
結
を
象
徴
す
る
石
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
見
寄
の
右
近
の
抱
き
石
が
『
村
誌
』
に
載
り
ま

す
。
古
老
か
ら
右
近
は
間
違
い
で
、
見
寄
の
力
持

ち
は
弥
藤
五
郎
と
聞
き
ま
し
た
。
『
入
山
た
よ

り
』
に
も
、
「
見
寄
の
勇
士
、
山
本
弥
藤
五
郎
は

大
力
無
双
に
し
て
、
今
、
井
戸
に
あ
る
大
石
を
川

原
よ
り
背
負
い
あ
げ
た
」
と
載
り
ま
す
。

　
他
に
も
龍
（
主
）
の
カ
ロ
ー
ト
（
唐
櫃
）
、
大

仙
の
滝
上
に
天
狗
の
足
跡
、
く
じ
ら
屋
付
近
の
白

砂
川
左
岸
の
水
疣
石
（
疣
石
）
等
、
伝
説
由
来
の

名
が
付
い
た
石
や
岩
を
聞
き
ま
し
た
。

　
左
の
写
真
は
、
高
崎
で
群
馬
大
学
学
生
が
行
っ

た
根
広
展
会
場
で
偶
然
見
た
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
見

る
と
「
こ
れ
は
じ
ゅ
う
べ
え
石
／
何
に
使
う
か
は

ぜ
ひ
聞
い
て
」
と
あ
り
ま
す
。
何
度
も
根
広
に
行

き
ま
し
た
が
、
こ
の
石
を
知
ら
ず
に
い
ま
し
た
。

根
広
で
聞
く
と
、
今
は
使
う
こ
と
が
少
な
い
が
、

多
く
の
家
に
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。
じ
ゅ
う
べ
え

石
は
稲
藁
や
粟
殻
を
細
工
し
や
す
く
す
る
た
め
槌

で
叩
く
時
の
台
石
と
知
り
ま
し
た
。
じ
ゅ
う
べ
え

は
人
名
な
の
か
不
詳
で
す
。
荷
を
背
に
遠
く
の
畑

や
山
仕
事
に
行
く
道
で
、
一
休
み
す
る
休
み
石
も

聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
生
活
関
係
の
石
で
す
。

　
最
近
、
根
広
で
は
ス
ゲ
類
を
温
泉
に
浸
し
、
軟

ら
か
く
し
利
用
す
る
ネ
ド
フ
ミ
が
、
貴
重
な
民
俗

と
し
て
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

根
広
は
稲
作
が
困
難
で
、
硬
い
ス
ゲ
類
を
利
用
し

生
活
用
の
筵
、
履
き
物
、
炭
俵
等
を
作
り
ま
し
た
。

刈
り
取
り
、
温
泉
に
浸
す
、
製
品
を
作
る
の
は
婦

人
の
仕
事
で
す
。
今
、
記
録
作
成
調
査
中
で
す
が
、

後
継
者
確
保
等
の
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

中
之
条
町
文
化
財
専
門
員　
田
村
正
勝

い
ぼ

わ
らむ

し
ろ

西
吾
妻
福
祉
病
院

か
ら
の
お
願
い

そ
の
他

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

親
子
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集
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「右近の抱き石」
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消防団秋季点検
10月28日  シルクパーク

　町消防団の秋季点検は、火災の多発期に備え
て、私たちの大切な生命・身体・財産を火災な
どの災害から守るために、点検官である町長が
消防団各部の消防体制を点検するものです。
　この日は、団員280名と消防車17台が集合
しました。　　　　　　　　　
　各部の人員報告を受けた後、点検官による姿
勢や服装の点検、部隊訓練や車両点検、ポンプ
操法、ラッパ吹奏がきびきびと行われ、消防体
制の充実ぶりが披露されました。また、関係者
や保護者の見守る中、管内各幼稚園の園児らに
よる行進と防火宣言が元気よく行われました。
　その後、長年団員として尽力し退団された皆
さんへ、点検官から感謝状が贈られたほか、優
良団員の表彰が行われました。

表彰されたみなさん（敬称略）
☆永年勤続退職団員表彰
《本　　団》市川　勇　關　敦史　加藤　孝　森下芳伸
《第一分団》本多英樹　吉野政行
《第二分団》福田克敏　篠原孝行　中澤　洋　岡田　覚
　　　　　　田村欣之　清水　充
《第四分団》大和田徹　小板橋竜司
《第五分団》橋爪一男　霜田　慎　田中英人　
☆優良団員表彰
《第一分団》齋木一男　茂木直也　黒田　知　西澤　匠
　　　　  　外丸敏郎
《第二分団》田村康典　篠原益三　湯本秀明　安原　新
　　　　　　宮崎智裕　宮﨑博行
《第四分団》関　仁紀　剱持大河　元山俊博
《第五分団》小林洋一　山本　正

唐澤紀雄さん　
秋の叙勲　瑞宝双光章

としお

　11月3日、唐澤紀雄さんが秋の叙勲で、瑞宝双光章を
受章されました。
　唐澤さんの受章は、昭和44年に県庁に入庁以来、四
万川ダムや中之条バイパスの建設に関わるなど土木分野
に精通されるとともに、吾妻県民局長や県総務部長を歴
任されるなど、永年にわたり地方行政に尽力されたもの
です。
　永年にわたる功績に敬意を表するとともに、ますます
のご活躍をお祈りいたします。

佐藤和幸さん
秋の叙勲　瑞宝小綬章

　11月3日、佐藤和幸さんが秋の叙勲で、瑞宝小綬章を
受章されました。
　佐藤さんの受章は、地域に開かれた農業高校の実践や
学生の国際理解を目指し農業留学生の受け入れをはじ
め、農業教育の充実に貢献されるなど、永年の教育行政
に尽力されたことによるものです。
　永年にわたる功績に敬意を表するとともに、ますます
のご活躍をお祈りいたします。

＊町消防団では、12月25日から31日までの毎日午後9時から翌1時（31日は午前0時）まで歳末夜警戒を実施します。それぞれ
の管轄区域を消防車で巡回し、火災予防を呼びかけ、また各詰所での待機と有事に備えます。

　明るい新年を迎えるため、ご家庭でも火の用心に努めましょう。
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四万温泉協会
「一山一家」プロジェクト
元気な地域大賞を受賞

　四万温泉協会は、宿泊業などが抱える人手不足を
解消するため、5年前から行っている「一山一家」
プロジェクトの取り組みが評価され、じゃらんアワ
ード2018「元気な地域大賞」を受賞しました。
　このプロジェクトでは、「一つの山に住んでいる
人は一つの家族」という考えのもと、合同入社式や
交流会などを開催し、横のつながりを大切し、社員
の定着率の向上につなげています。

　11月4日、町産業・文化祭の協賛事業として、吾妻パーソナル無線ク
ラブ、町民生児童委員協議会、町手をつなぐ育成会が共催で行った「チ
ャリティーバザー」では、大勢の皆さんにご協力をいただきました。
　この日の収益金351,735円は、全額町社会福祉協議会を通じて「地
域歳末たすけあい募金」や「心身障がい者の活動資金」など、町の福祉
の向上に役立たせていただきます。

六合小学校児童会による赤い羽根共同募金活動
10月30日　六合支所

　六合小学校では、児童会が中心となり赤い羽根共同募
金活動が行われています。児童会の代表4名が町社会福
祉協議会事務局長へ集まった募金を届けてくれました。
この募金は、町社会福祉協議会を通じて県共同募金会へ
寄付されます。
　六合小学校の皆さんの心温まるご協力、ありがとうご
ざいました。

チャリティーバザー収益金
351,735円を福祉の向上のために

なかのじょう H30.12 No.６80

左から林事務局長、篠原小雪さん、石井千草さん、
篠原直起くん、中山貴然くん

左から林事務局長、篠原小雪さん、石井千草さん、
篠原直起くん、中山貴然くん

菊花展 入賞者
11月3日～4日　ツインプラザ（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　町　長　賞　特　選　盆栽　北斗　茂木安定
議　長　賞　最優等　精興　右近　唐澤正好
教 育 長 賞　優　等　盆栽　北斗　篠原久江
文化協会長賞　最優等　天女の名所　植木　勘
菊瑞会長賞　一等賞　越山　　　　金井　茂



「四万清流の湯」町民限定割引券

「四万清流の湯」町民限定割引券

入浴料金１名様２００円

（２時間・大人小人共通）

使用期限 平成30年12月１日（土）から　

平成30年12月３１日（月）まで

※この券１枚で、町民

１家族が入浴

できます。

切りとり

　より広く町民の皆さんに利用してもらえるように、期間限定で特別割引
を行います。
期　　間　　12月1日（土）～31日（月）
割引内容　　入浴料（2時間）1人200円
　　　　　　（通常は大人500円、子供300円）
利用方法　　左の割引券を切り取って持参し、入館時に受付の係員に渡し

てください。
※割引券1枚につき、1家族が利用できます。
問い合わせ　四万清流の湯　☎64・2610
営 業 時 間　10時～21時　
定　休　日　12月26日（水）、27日（木）、
　　　　　　　 　28日（金）、29日（土）

四万清流の湯
12月中「町民限定割引」を実施
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東日本旅客鉄道株式会社
桜の苗木など120本を寄贈

　10月29日、東日本旅客鉄道株式会社高崎支社主催
の「鉄道沿線からの森づくり」が中之条ガーデンズで
行われました。
　この事業では、桜や椿、楓などの苗木120本が東日
本旅客鉄道株式会社より寄贈され、東日本旅客鉄道株
式会社社員の皆さんにより園内に植樹されました。今
後、きれいな花々が咲くのを心待ちにしています。

（左から）記念植樹をする高橋中之条駅長、▷
木村高崎支社長、伊能町長、福田園長
（左から）記念植樹をする高橋中之条駅長、▷
木村高崎支社長、伊能町長、福田園長

なかのじょう H30.12 No.６80

第29回六合探訪ウォーク
紅葉の暮坂高原
～大黒天を訪ねて～

　10月28日、六合地区の古道を歩いて歴史や文化、自然
を知ってもらおうと、第29回六合探訪ウォークが開催さ
れました。
　今回は、暮坂の中之条山の上庭園を発着点に、暮坂牧
水歌碑に立ち寄り、高間の大黒天を目指す約8キロメート
ルのコースでした。

　当日は、晴天に恵まれ、町内外から集まった参加者とスタッフ総勢67名は、真っ赤に燃える紅葉と暮坂高原のさわや
かな空気の中を歩きました。高間の大黒天では、健康や商売繁盛などの祈願をしました。
　また、六合地区婦人会の皆さんの協力により、なめこ汁の配布や六合地区の特産品などが当るお楽しみ抽選会が行わ
れ、楽しいひとときを過ごしました。

・・・・・・
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１家
族が
入浴

でき
ます
。

切り
とり

第38回町民サッカー大会結果  
10月15日 総合グラウンド (敬称略）
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第39回町民サッカー大会
10月14日　中之条総合グラウンド
（敬称略）

第9回　六合地区グラウンドゴルフ大会
11月5日　六合ふれあい広場野球場（敬称略）

優　勝 中之条クラブ
準優勝 吾妻中央高校
第３位 ピスティーノ
最優秀選手賞　堀　　将也（中之条クラブ）

優　勝　冨澤正子　（赤岩）
準優勝　髙原きん　（中部）
第３位　山本うめ子（坂上）
矍鑠賞　中沢富一　（中部）
　　　　安原キヌエ（中部）
＊参加者56人

第41回町民ゴルフ大会
10月14日
美野原カントリークラブ（敬称略）

優　勝　篠原一美
準優勝　田村辰夫
第３位　髙橋哲雄
ベストグロス　塩澤良男
＊参加者103人

第59回町民バレーボール大会
10月14日　総合体育館（敬称略）

【一般男子】
優　勝　森のくまちゃんズ
準優勝　ファブコス
第３位　NYP海鳥卵油酢
第４位　NYPランチパック
M V P　柏瀬照久
　　　（森のくまちゃんズ）

【一般女子】
優　勝　メイプルズ
準優勝　NYPヤング
第３位　12区ママさんバレー
第４位　2区ママさん
M V P　郷間美穂枝
　　　（メイプルズ）

イルミネーションに彩られる
ふるさと交流センターつむじ

　冬が深まるこの季節。恒例となったイルミネーション
で「つむじ」がいろいろな色に彩られます。
点灯期間　12月8日（土）～1月31日（木）
点灯時間　17時～21時

（左から）髙原さん、冨澤さん、山本さん（左から）髙原さん、冨澤さん、山本さん
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能正夫氏が再選
4年間の町政を担う伊

ころのプロジェクト「夢の教室」開催
～夢を持ちその夢に向かって努力することの大切さを学ぶ～こ

　11月14日と15日、日本サッカー協会こころのプロジェクト
による「夢の教室」が、中之条小5年生と六合小4・5年生を対
象に行われました。
　スポーツ界で活躍したアスリートの湯田友美さん（元陸上長
距離界のエース、都道府県女子駅伝などで大活躍した選手）が
14日に、波戸康広さん（元Jリーグ横浜マリノスなどで活躍し
たサッカー選手）が15日に、夢先生として来校し、ゲームと
講話で交流しました。
　両日とも、フットサルの元日本代表選手として活躍した小宮
山友祐さんがアシスタントとしてサポートしてくれました。
　初めの「ゲームの時間」では、子どもたちはアシスタントの
リードで、夢先生の湯田さんや波戸さんと一緒に元気いっぱい
にゲームをしながら、友達と協力することの大切さを学びまし
た。
　次の「トークの時間」では、夢先生が夢を実現するまでの挫
折や成功の場面を話しながら、夢を持ち、仲間の協力をもらい
ながら実現することの大切さを語りれました。
　子どもたちは夢先生の話を真剣に聞きながら、自分の夢を思
い描いていました。

　任期満了に伴う中之条町長選挙は11月13日に告示
され、現職（1名）と新人（1名）の計2名が立候補し
ました。
　投開票は18日に行われ、開票の結果、現職の伊能正
夫氏が再選しました。
　19日には当選証書付与式が行われ、小池功中之条町
選挙管理委員会委員長から当選証書が付与されました。
　伊能氏は、平成30年11月30日から4年間、町政運
営にあたることになります。

■平成30年11月18日執行　中之条町長選挙投票及び選挙会概要
　　項　目
投　票　所　数

当日有権者数
投　票　者　数
投　　票　　率
選挙会開設場所
選挙会開閉時刻
選 挙 立 会 人
有 効 投 票 数
無 効 投 票 数

男
6,761
4,987
73.76% 

内　　　　　容
26ヵ所（中之条町役場ほか）

女
7,227
5,391
74.60%

中之条町役場
20時開始　　20時42分閉鎖

3人
10,378票
97票

計
13,988
10,378
74.19%

【中之条町長選挙の結果】
　中之条町長選挙の候補者別得票数は、
次のとおりです。（得票順・敬称略）

　◎伊能正夫　5,264票
　◎外丸茂樹　5,017票
　　無 効 票　　  97票
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メダルを獲得 永井崇匡さん
インドネシア2018アジアパラ競技大会 柔道73kg級

国際視覚障がい者スポーツ連盟（IBSA）世界選手権大会出場

　10月3日から17日まで前橋市民球
場を中心に、県秋季還暦軟式野球選手
権兼前橋市長杯争奪大会が開催されま
した。
　この大会は、59チームをAからDま
での4クラスに分けて行われる県下最
高峰の大会です。オールド中之条は、
最高位のAクラスに出場し、2年ぶり
2度目の優勝を決めました。
　選手からは、「今大会は、監督を中
心としたチームワークで優勝しまし
た。今後も、全員野球で3回目の優勝
を目指します。また、新規入部も大歓
迎しています」と、さらなるチームワ
ークの強化や新戦力の加入など来季に
向けての抱負が語られました。

　本町出身の永井崇匡さんは、6月17日に開催された柔道のアジ
アパラ競技大会並びにIBSA世界選手権大会日本代表選手選考会
の73kg級に出場し優勝。日本代表選手の座をつかみ取りまし
た。
　10月6日からインドネシアジャカルタで開催された2018アジ
アパラ競技大会柔道73kg級に出場、敗者復活戦から勝ち上が
り、見事銅メダルを獲得しました。
　11月にはポルトガルで開催されたIBSA世界選手権大会に出
場、あと1勝でメダルというところで惜しくも敗れてしまいまし
た。
　永井さんは、小学1年生から伊勢町の林昌寺で柔道を始めまし
た。大学4年生となった現在、勉学と柔道を両立しながら、東京
パラリンピックに出場し、メダルを取ることを目標に日々練習に
励んでいます。
　2020年に開催される東京パラリンピックのメダル候補として
期待されている永井さんのますますの活躍を期待しています。

銅

ールド中之条　
Aクラスで2年ぶり2度目の優勝オ

写真提供：日本視覚障害者柔道連盟写真提供：日本視覚障害者柔道連盟

なかのじょう H30.12 No.６80

成績　　一回戦　10／  5　　5：0（対大胡名球会）
　　　　二回戦　10／10　　4：3（対上州玉村クラブ）
　　　　準決勝　10／12　　7：2（還暦安中クラブ）
　　　　決　勝　10／17　　3：1（オール太田クラブ）

最優秀選手賞　　関　一之選手（西中之条）
打　撃　賞　　髙橋　博選手（下沢渡）
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春日和の暖かな日差しに、多くの来場者でにぎわう
第31回産業・文化祭小

　10月28日から11月11日にわたり開催された産業・
文化祭は、今年で31回目を迎えました。
　11月4日、六合地区はこども園の園児と小中学生の
ステージ発表や作品展示、町民の作品展示など学校と
地域で合同開催、中之条地区ではツインプラザ、中之
条ガーデンズ、バイテック文化ホールの3会場で商工祭
や農林業まつり、保健環境まつり、消費生活展などが
開催されました。

なかのじょう H30.12 No.６80

民謡と踊りと詩吟と筝の集い民謡と踊りと詩吟と筝の集い リース作り体験（六合
地区）

リース作り体験（六合
地区）

春日和の暖かな日差しに、多くの来場者でにぎわう

中小ブラスバンド部中小ブラスバンド部

六合八間太鼓六合八間太鼓 大網白里市の物産展大網白里市の物産展 地域の歴史資料パネル展示地域の歴史資料パネル展示

作品展（六合地区）作品展（六合地区） 六合こども園「大きなかぶ」六合こども園「大きなかぶ」 保健環境まつり保健環境まつり

刀剣展刀剣展 町老人クラブ連合会高齢者作品展町老人クラブ連合会高齢者作品展 菊花展菊花展
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健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

12月の当番医

2日㈰ （７５）３３５０
（８５）２２５９
（６８）２７１１
（７０）１０２１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

田島病院
長野原診療所
日赤
そうごう薬局中之条店

23日㈷ （７５）３０11
（８８）２０３０
（８３）７１１１
（６９）７４７０

内科

外科・夜間
休日開局薬局

吾妻さくら
布施医院
西吾妻福祉病院
ぐんま調剤薬局なかのじょう店

9日㈰ （６４）２１３６
（９７）３８００
（７５）３０11

内科

外科・夜間
休日開局薬局

四万診療所（仮設）
桜井クリニック
吾妻さくら

16日㈰ （７６）３４３５
（８２）２１８８
（６８）２７１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

しまだ医院
長生病院
日赤

29日㈯ （７５）２２３０
（９７）３０２０
（６８）２７１１
（２６）３５９１
（８０）２２２０

内科

外科・夜間
休日開局薬局

後藤医院
嬬恋村診療所
日赤
ウイン調剤薬局中之条店
ほほえみ薬局

12月　六合診療所　外来診療医師

24日㈪ （７５）５１５５
（８２）３９９９
（６８）２７１１
（８０）１１５１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

けんもち医院
櫻井医院
日赤
ぐんま調剤薬局長野原店

乾燥から肌を守りましょう

　

大
分
空
気
が
乾
燥
し
て
き
ま
し

た
。
冬
は
肌
も
乾
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し
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痒
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す
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を
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四
万
へ
き
地
診
療
所
長

眞
貝
美
由
規

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時で
す。できるだけ時間内に受
診してください。それ以外の
時間は、休日夜間当番病院
で受診してください。
・急患のための当番医制度で

すので、緊急患者以外の受
診はご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則とし
て往診はしません。
・変更する場合があります
ので、ご確認のうえ受診く
ださい。

30日㈰ （６７）２０３０
（８８）４３２１
（８３）７１１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

小池医院
草津こまくさ病院
西吾妻福祉病院

31日㈪ （６８）５２１１
（８５）２２５９
（６８）２７１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

吾妻脳外循環科
長野原診療所
日赤

なかのじょう H30.12 No.６80

出張診療（括弧内は担当医師）
午　前 午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日土金木水火月

休診田村山本藤原荒木午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

987653 4

休診午前

休診休診午後

休診
21

休診荒木山本休診小林午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

161514131210 11

休診荒木山本荒木荒木午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

232221201917 18

休診荒木山本荒木休診午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

302928272624 25

休診午前

午後 休診

31

小　雨（荒木）
赤　岩（荒木）
小　雨（荒木）
田代原（荒木）

広　池（荒木）
休み

湯久保（荒木）
赤　岩（荒木）

5日
12日
19日
26日
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問い合わせ　役場企画政策課　広報係
　　　☎７５・８８４６（直通）担当　村上尚輝

問い合わせ　役場保健環境課　健康係（保健センター）
　　　　　　☎７５・８８３３（直通）　担当　小池ゆかり
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◆登録すると
・予防接種のスケジュールを作成することができます。子どもの生年月日
  にあわせて、自動で専用のオーダーメイドスケジュールを算出します。
・予防接種日が近づくとメールでお知らせします。
・乳幼児健診の結果が入力できます。
・町からのお知らせやイベントのメール配信などを情報提供します。
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　接種や健診の際には必ず母子健康手帳を持参してください。
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誕
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で
と
う
ご
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す
（
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中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
16，222
7，892
8，330
6，807

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　　　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成30年11月１日現在

窓口窓口

ー298

ー164

ー134

ー5

ー10.

0.

ー10.

0.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
10
月
中
の
届
出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

25

子育てモバイルサービス
「なかのん☆子育て応援サイト」

https://nakanojo-
town.city-hc.jp/

登
録
し
て
ね
♪

なかのじょう H30.12 No.６80

「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています

「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています
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月の行事12

休

休

12～13か月児相談
（受付：13時10分～13時30分）

第7回中之条まちなか5時間リレーマラソン

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」企画展（～1月20日）
第63回町民柔道大会（林昌寺道場）
第32回六合ユニホック大会（六合体育館）

すくすく広場（10時～11時30分、六合保健センター）

献血（10時～11時45分/13時～16時、
中之条町保健センター）
3歳児健診（受付：13時10分～13時30分）

住民健診・前立腺がん検診・ABC検診（受付：9時～11時/
13時30分～15時、中之条町保健センター）
肺がん検診（受付：8時～11時/13時30分～15時、中之条町保健センター）
胃がん・大腸がん検診（受付：8時～10時、中之条町役場）
乳がん・子宮頸がん検診（受付：13時15分～13時45分、中之条町役場）
歯周病検診（受付：8時～10時/14時～15時、中之条町保健センター）
歯周病検診（受付：9時～9時30分、六合支所）

休

休

休

休

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

1月  1日（火）～3日（木）　教習所休所日、バイテック文化ホール休館日、図書館休館日
1月  1日（火）～4日（金）　博物館休館日
1月  7日（月）　バイテック文化ホール休館日、図書館休館日
1月  9日（水）　教習所休所日
1月10日（木）　博物館休館日
※各種相談日の日程は、27ページ相談ガイドをご覧ください。

公共料金納期限

御用納め

伊勢町太々神楽（伊勢町伊勢宮）

天皇誕生日

振替休日

暮市
ぷちくらぶ
（10時～11時30分、中之条町保健センター）

2歳児歯科健診（受付：13時10分～13時20分）
2歳6か月児歯科健診（受付：13時20分～13時30分）

6か月児相談・BCG接種（受付：13時10分～13時20分）
4か月児健診（受付：13時20分～13時30分）

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
バイテック文化ホールの休館日休

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

休休 休

休

休

休休

休休

休

休 休

休休 休 休

休休 休 休

休休 休

休休 休

休 休
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発酵食のレシピ●80
鮭のザワークラウト蒸し

塩鮭切り身2枚 / 酒大2 / キャベツ1個 / 唐辛子3本 / 塩適宜 / 炒り胡麻適宜

①キャベツの重さを計り、キャベツの重さの2%の塩を用意す
る。唐辛子は種をとる。
②キャベツを一口大に手でちぎってボールに入れ、計った塩、
唐辛子を加えてよくもみ込む。
③重しをし、そのまま2日～1週間くらい、酸味が出るまで常温
でおく。
④フライパンに鮭を並べて酒を振りかけ、その上に③のキャベ
ツを二掴み乗せる。
⑤フライパンに蓋をし、中火で10分蒸し焼きにする。器に盛り
つけ、炒り胡麻をかけてできあがり。

Information

27

作り方

材料

なかのじょう H30.12 No.６80

※健康診査と予防接種の日程は、26ページ12月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター
健康相談

役場第2会議室法律相談 毎月の法律相談
（町顧問弁護士）

12月13日（木）　13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

行政相談
役場第2会議室

（行政相談委員）
12月17日（月）
13時～15時

六合支所会議室12月4日（火）
10時～15時

人権相談 役場第2会議室12月4日（火）
10時～15時

六合支所会議室12月4日（火）
10時～15時

特設人権相談

前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　9時～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課12月11日（火）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

町社会福祉協議会
☎75-8851役場第2会議室12月17日（月）

13時～15時
心配ごと相談
（民生児童委員等）

介護相談
（地域包括支援センター職員） 地域包括支援センター六合

☎95-3041六合支所会議室12月11日（火）
14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

12月26日（水）
13時20分～（予約制）

のびっこ相談
（ことばの相談）
こころの健康相談
（精神科医師・保健師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所12月13日（木）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

事業者との契約トラブル相談
（消費生活専門相談員・消費
生活コンサルタント）消費生活相談 郡消費生活センター

☎75-1166

町地域包括支援センター
☎75-8835中之条町保健センター12月14日（金）

13時30分～15時
認知症の人と歩む会
（認知症の家族を介護する人同士の情報交換会）

年金相談 渋川年金事務所
☎22-1614役場第3会議室12月12日（水）9時30分～16時

（渋川年金事務所へ要予約）（社会保険労務士、年金事務所職員）
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見学・体験ツアーの参加者を募集中！　
問い合わせ  町観光協会  ☎75・8814  http://tabinakanojo.com/ 旅なかのじょう 検索

町民花壇コンテスト開催
　中之条ガーデンズでは、春と秋に町民花壇コンテストを開催しました。審査
は、デザイン性や維持管理状況など5項目の総合評価で審査されました。

中之条町花の会山田分室の作品中之条町花の会山田分室の作品

　和菓子だけじゃない！秋が終わっても食欲の冬だ！
中之条の甘味といえば、ご存知！一松屋さんです。
粒あんと白ゴマあんの２種類が楽しめる郷土のお
祭りにちなんだ「鳥追太鼓」や真田忍者由来の「六
連銭」など中之条に根ざした老舗らしいラインナッ
プが並びます。
　和菓子の範囲だけに留まらず、生クリームのたっぷり入った「生どら焼」や「プリン」も人気です。最近では
「ぐんまなバナナ」といった新メニューや冬限定「チョコまんぼー」も彩りを添えます。伝統を守りながらも新
しい事に挑戦していく…。温故知新、中之条の良いところを体現したような一松屋のスタイル。吾妻の寒い
冬はコタツでスイーツ！食べ過ぎ注意です。
※観光協会では、食シリーズとして町内のグルメを紹介しています。

No.57　一松屋菓子店のスイーツ

一松屋菓子店
☎75・2044
9：00～19：20 
月曜定休

平成30年度入賞者（敬称略）
【春の部】
最優秀賞（1点）島村よう子
優 秀 賞（2点）中之条町花の会山田分室・中沢  武
奨 励 賞（2点）山野草・伊参2区サロン

【秋の部】
最優秀賞（1点）中之条町花の会山田分室
優 秀 賞（2点）唐澤  邦・フレンドリー親子の会
奨 励 賞（2点）小渕ウメ子・生須由幸


